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目
一
、
緒
言
　
二
、
最
大
量
匠
則
（
以
上
前
説
）
　
三
、
合
理
性
院
則
　
四
、
結
論
（
以
上
本
既
）
三
、
合
理
性
原
則
政
策
の
目
控
を
,
社
命
的
生
産
物
の
絶
対
的
太
さ
に
求
め
ず
し
て
'
生
産
の
結
果
た
る
杜
倉
的
生
産
物
と
'
生
産
に
必
要
な
る
費
用
と
の
封
比
に
求
め
る
時
は
,
国
民
経
済
的
原
則
と
し
て
の
技
大
量
原
則
に
附
随
す
る
多
-
の
困
難
は
除
去
せ
ら
れ
る
。
囲
民
経
済
に
在
っ
て
は
結
果
と
費
用
と
の
故
適
度
の
封
比
を
狐
ふ
べ
き
で
あ
る
と
の
原
則
は
'
経
験
上
普
迫
安
常
な
る
も
の
で
あ
り
'
絶
封
的
・
無
健
件
的
に
適
用
可
能
な
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
此
経
済
原
則
は
財
の
生
産
に
関
し
て
是
認
せ
ら
る
1
に
止
ま
ら
ず
'
人
間
活
動
の
凡
て
の
範
囲
に
亙
っ
て
是
認
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
此
慶
に
'
此
原
則
の
支
鮎
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
'
此
故
に
此
原
則
は
軍
な
る
理
性
の
要
求
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
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右
の
経
済
原
則
は
直
ち
に
個
々
経
済
者
の
貨
情
的
・
市
場
的
経
済
機
種
に
於
け
る
活
動
原
則
と
し
て
連
用
せ
ら
れ
得
る
。
経
済
機
構
に
在
っ
て
は
、
支
出
と
取
入
と
は
通
約
し
得
る
も
の
と
し
て
規
は
れ
'
支
出
と
は
貨
幣
的
費
鳳
'
壷
人
と
は
貨
幣
的
収
入
で
あ
っ
て
'
両
者
の
差
額
が
出
来
る
丈
大
で
あ
る
事
が
日
放
と
し
て
葛
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
て
費
用
の
最
小
限
・
収
入
の
最
大
限
が
希
求
せ
ら
れ
る
。
乍
然
此
原
則
を
国
民
経
済
全
体
の
上
に
・
経
て
国
民
的
地
域
内
に
行
は
る
1
具
体
的
需
要
の
充
足
手
段
の
生
産
の
上
に
常
撮
め
て
'
重
要
な
る
理
念
に
到
達
し
ょ
う
と
す
れ
ば
、
著
し
く
困
錐
な
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
.
全
国
民
経
済
に
於
け
る
生
産
の
結
果
は
、
貨
幣
的
取
入
の
中
に
見
る
を
得
ず
し
て
,
何
等
か
の
方
法
に
伐
っ
て
「
正
し
-
」
測
定
せ
ら
れ
た
る
具
体
的
な
る
社
命
的
生
産
物
の
中
に
見
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
箆
管
と
経
済
支
出
は
生
産
手
段
な
る
概
念
に
方
向
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
庭
に
、
前
越
の
如
く
理
併
せ
ら
れ
た
る
私
経
済
的
な
合
理
性
原
則
と
比
較
し
て
、
弐
の
絞
な
相
違
賠
が
生
A
Y
る
。
則
ち
私
経
済
の
貨
幣
的
支
出
に
相
官
す
る
所
の
図
氏
経
済
的
損
失
は
、
生
産
手
段
。
起
用
に
依
っ
て
生
宇
る
と
云
は
ん
よ
り
は
、
む
4
1
ろ
起
用
し
得
る
所
の
材
料
や
労
働
力
に
於
て
終
局
的
な
混
乱
。
生
や
る
場
合
に
ο
み
.
更
に
は
此
慮
に
解
明
し
た
絞
な
私
経
済
的
な
解
俸
と
は
具
に
し
て
、
材
料
又
は
労
働
力
の
使
用
を
単
に
停
止
す
る
場
合
に
於
て
、
i
l此
停
止
が
後
日
に
於
け
る
h
a
h
y
大
な
る
使
用
を
可
能
に
す
る
作
用
を
有
し
な
い
限
り
、
1
1現
は
れ
る
も
の
と
云
ふ
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
o
故
に
生
産
要
素
O
翁
の
出
来
る
丈
小
な
る
支
出
と
一
五
ふ
要
求
は
、
図
民
経
消
の
ふ
一
一
休
に
取
っ
て
は
、
出
来
る
丈
小
た
る
生
産
手
段
の
起
用
を
意
味
せ
宇
し
て
、
寧
ろ
凡
て
の
現
存
生
注
手
段
の
出
来
る
丈
蹟
汎
な
る
起
用
l
i時
則
的
意
義
に
於
て
将
来
の
無
限
性
を
仮
定
し
て
行
動
す
る
と
し
て
l
l、
従
て
現
存
生
産
手
段
0
.陀
定
的
な
非
使
則
は
、
北
ハ
れ
が
担
乱
に
基
〈
と
車
左
右
停
止
に
依
る
と
を
問
は
や
J
、
回
避
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
事
を
窓
味
す
る
。
故
に
図
民
経
済
上
の
合
問
性
原
則
は
、
間
民
経
済
内
に
存
す
る
生
産
手
段
を
以
て
、
出
来
る
丈
最
大
の
枇
合
的
生
産
物
に
到
達
す
る
や
う
に
行
動
す
べ
し
と
の
要
誌
で
あ
る
と
定
義
す
る
事
が
出
来
る
。
(
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経
済
原
則
た
図
民
経
済
の
全
体
に
営
挟
め
る
可
能
性
の
問
題
に
関
し
て
い
い
、
最
も
野
立
的
な
旦
解
が
支
配
し
て
ゐ
る
。
ア
オ
イ
グ
ト
は
経
済
原
則
4
は
一
般
に
は
私
経
済
的
内
容
か
有
す
る
も
め
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
け
れ
共
、
図
民
経
酒
に
も
亦
賞
蹴
る
事
た
述
べ
て
ゐ
る
。
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其
根
強
と
し
て
説
く
所
は
失
の
如
く
で
あ
る
。
則
ち
図
民
経
済
は
管
理
者
た
有
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
私
経
済
と
同
一
の
意
味
に
於
て
経
済
た
営
む
も
の
で
は
な
い
け
れ
共
、
最
大
の
買
上
と
一
疋
」
原
則
に
従
て
、
市
場
に
於
て
債
絡
の
決
定
せ
ら
れ
る
と
云
ふ
事
買
い
い
、
図
民
経
済
に
到
し
て
も
経
関
原
則
の
蛍
蹴
る
基
礎
と
な
る
。
最
大
の
買
上
は
則
ち
最
大
の
収
径
た
意
味
し
、
債
格
の
決
定
は
同
時
に
図
民
経
済
た
規
制
す
る
手
段
に
外
な
ら
な
い
。
般
令
図
民
経
済
に
は
人
格
的
管
理
者
た
欠
如
す
る
と
は
云
へ
、
市
場
の
存
在
す
る
限
白
、
非
人
格
的
管
理
者
か
欠
如
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
債
絡
は
其
官
時
の
市
場
蹴
態
や
経
済
吠
態
の
表
現
で
あ
り
‘
将
来
の
経
済
構
成
の
主
要
原
因
と
な
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
、
と
。
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斯
の
践
に
ブ
オ
イ
グ
ト
は
、
図
民
経
済
に
関
す
る
経
済
原
則
た
余
り
に
狭
く
把
指
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
カ
ー
ル
・
デ
イ
1
ル
は
祉
曾
法
的
理
論
の
歴
史
的
禍
調
主
義
た
論
接
と
し
て
、
「
出
来
る
丈
小
な
る
力
の
支
出
た
以
て
、
出
来
る
丈
大
な
る
政
盆
に
到
達
す
べ
し
」
と
の
原
則
た
「
枇
曾
盤
崩
の
服
す
べ
き
」
原
則
で
あ
る
と
は
考
へ
て
ゐ
な
い
。
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彼
の
異
論
は
、
蛇
庭
に
用
ひ
た
る
概
念
の
意
識
に
於
て
、
非
具
体
的
需
要
に
考
慮
在
掛
ふ
必
要
た
指
示
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
然
り
と
す
れ
ば
デ
イ
I
ル
は
私
経
済
に
濁
し
て
も
、
陸
間
原
則
た
桓
否
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
何
と
な
れ
ば
私
経
済
に
於
て
も
衝
突
が
協
議
に
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
右
の
定
義
の
中
に
は
プ
既
述
。
最
大
笠
原
則
に
於
け
る
要
請
以
上
の
要
請
は
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
。
「
出
来
る
丈
大
な
る
一
位
合
的
生
産
物
を
目
標
と
す
る
と
云
ふ
支
現
は
、
目
標
達
成
の
前
提
と
し
て
、
図
民
経
済
に
現
存
す
る
手
段
の
上
に
閲
騎
せ
し
む
べ
き
で
あ
る
事
を
意
味
し
、
従
て
手
段
の
最
遁
度
の
起
用
を
意
味
す
る
。
従
て
此
意
義
に
於
け
る
合
理
性
原
則
は
、
吾
等
の
今
の
考
察
よ
り
は
除
外
す
る
事
が
出
来
る
。
何
と
・
な
れ
ば
前
述
の
定
義
は
、
九
九
日
迎
性
原
則
に
特
有
な
る
内
容
を
明
か
に
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
故
に
吾
等
は
合
理
性
原
則
。
特
殊
な
内
容
を
表
示
す
る
様
な
定
義
を
見
出
す
必
要
が
あ
る
。
先
づ
原
則
を
趨
用
す
る
範
囲
如
何
を
検
討
す
る
に
営
っ
て
重
要
な
事
は
、
二
つ
の
経
済
原
則
の
関
係
を
明
か
に
す
る
事
で
あ
っ
て
、
従
て
私
経
済
の
合
理
性
な
る
見
地
よ
り
出
援
す
る
よ
り
も
、
図
民
経
済
の
長
大
日
一
良
原
則
よ
り
出
援
す
る
方
が
趨
蛍
で
あ
る
。
長
大
笠
原
則
の
遂
行
は
、
凡
て
の
生
産
手
段
の
出
来
る
丈
全
部
を
起
用
す
る
事
に
因
っ
て
制
約
せ
ら
れ
る
。
非
具
体
的
需
要
の
重
要
性
に
関
す
る
吾
等
の
考
察
に
依
れ
ば
、
生
産
手
段
特
に
人
間
の
労
働
力
は
、
図
民
経
済
墜
的
考
察
に
取
っ
て
は
、
単
に
一
定
量
を
以
て
奥
へ
ら
る
L
も
の
と
考
へ
得
る
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
共
起
用
の
大
さ
如
何
と
云
ふ
事
の
中
に
、
最
大
量
原
則
の
問
題
性
が
存
す
る
の
で
あ
右
が
、
他
方
に
於
て
最
大
笠
原
則
の
淫
行
の
箆
に
は
、
個
々
の
手
段
目
一
旦
を
使
用
す
る
方
法
、
従
て
生
産
技
術
が
重
要
で
あ
る
。
是
は
合
理
性
原
則
が
明
か
に
何
を
狙
ふ
も
の
な
り
や
の
問
題
と
近
接
す
る
。
若
し
図
民
経
済
に
於
て
は
、
所
興
の
手
段
を
以
て
出
来
る
丈
大
な
る
目
標
が
建
成
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
所
興
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
出
来
る
丈
小
な
る
子
段
を
以
て
す
べ
き
で
あ
る
と
、
主
張
せ
ら
る
L
も
の
と
す
れ
ば
、
現
存
す
る
手
段
を
顧
慮
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
既
に
起
用
に
決
ま
っ
て
ゐ
る
凡
て
ρ
手
段
室
を
顧
慮
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
単
に
千
段
使
用
の
技
術
乃
至
方
法
に
閲
す
る
原
則
を
打
立
て
る
も
の
と
一
五
は
ね
ば
な
ら
な
い
@
従
て
閣
民
経
済
的
意
義
に
於
け
る
合
理
的
原
則
と
は
、
起
用
に
定
ま
っ
た
生
産
手
段
と
生
産
結
呆
と
の
間
に
は
、
出
来
る
丈
希
は
し
い
割
合
が
存
す
べ
き
で
あ
る
と
の
要
耐
で
あ
る
と
解
す
る
事
が
出
来
る
。
ハ
詰
〉
ハ
詰
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私
経
済
に
於
け
る
結
果
調
手
段
の
比
率
の
比
較
は
、
結
果
相
互
並
に
手
段
相
互
が
B
E
5
3
2
2
E
o
で
あ
る
事
た
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
是
が
宮
の
O
B
5
0
5ロ
5
5
0
で
あ
る
時
は
、
比
率
の
比
較
は
勿
論
不
可
能
で
あ
る
。
然
る
に
合
理
性
原
則
は
此
0
0
8
5
3
2
2
1日
日
々
の
勤
に
関
し
て
は
無
関
心
で
あ
る
。
丸
谷
同
士
は
印
刷
る
合
理
性
原
則
の
背
後
に
よ
り
根
本
的
な
る
原
盟
が
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
な
し
、
此
よ
り
恨
本
的
な
る
原
理
た
長
犬
債
値
の
原
理
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
(
丸
谷
喜
市
民
「
経
済
生
活
の
本
質
及
現
象
形
態
」
五
五
l
五
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)
乍
然
図
民
経
済
に
於
け
る
結
果
鈎
留
酒
政
策
の
究
極
原
則
一
一一
経
営
と
怒
沼
同
手
段
の
比
率
は
認
識
し
得
る
も
の
な
り
や
(
特
に
図
民
経
済
的
需
要
段
階
ら
閑
居
し
て
)
の
問
題
は
、
此
魔
に
は
不
同
に
附
し
得
る
。
何
と
な
れ
ぽ
此
認
識
可
能
性
は
ι
規
溜
の
沼
用
と
云
ふ
理
論
的
問
題
に
取
っ
て
、
決
定
的
設
要
性
た
有
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
此
虎
に
討
究
す
べ
き
は
問
題
は
、
前
沼
の
如
く
併
せ
ら
れ
た
る
経
済
原
則
は
、
岡
氏
経
済
的
原
則
と
し
て
、
結
'
対
的
な
活
用
を
主
践
し
得
る
も
の
た
り
や
、
明
か
に
「
A
H
m
的
」
・
な
性
質
を
有
す
る
も
の
な
り
や
、
そ
し
て
然
ら
ざ
る
場
合
、
共
沼
川
は
如
何
な
る
前
提
に
依
存
す
る
や
と
一
五
ふ
問
題
で
あ
る
。
所
訂
合
四
位
以
則
も
、
段
大
口
五
ぱ
則
と
同
様
札
理
性
的
な
原
則
で
は
な
い
。
需
要
克
足
千
段
の
出
来
る
丈
大
な
る
分
円
一
旦
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
欲
求
は
、
合
川
川
住
以
則
に
於
て
も
亦
越
川
の
前
誌
で
あ
り
、
同
様
に
合
理
性
原
則
の
狙
ふ
所
の
節
約
は
、
節
約
せ
ら
る
a
み
も
の
に
封
す
る
欲
望
に
凶
っ
て
主
要
性
を
件
る
に
至
る
も
の
で
あ
り
、
従
τ何
一
約
が
前
一
一
要
性
を
有
す
る
一
品
は
、
斯
る
欲
笠
の
肯
定
、
従
て
単
な
る
斑
性
よ
り
は
引
出
し
得
一
な
い
問
題
に
述
ら
た
る
も
の
で
あ
る
0
(
詮
〉
此
応
に
も
合
珂
性
以
別
が
長
大
笠
原
則
よ
り
汲
生
し
た
も
の
で
あ
る
事
が
諒
解
さ
れ
る
。
吾
等
の
此
椛
定
と
混
同
し
て
は
な
ち
な
い
草
は
、
合
四
位
原
則
に
於
て
は
、
一
定
の
図
家
政
策
的
・
倫
理
的
・
世
田
仲
間
倒
的
要
求
と
は
呉
り
、
「
客
間
性
」
の
認
め
ら
れ
得
る
も
の
な
る
五
月
五
で
あ
る
o
比
場
合
の
容
籾
性
は
、
合
四
性
原
則
に
従
て
叫
什
¥
算
に
入
り
来
る
大
さ
の
賢
質
が
不
明
椛
で
あ
る
一
引
を
基
礎
と
し
τ、
従
て
経
済
的
な
概
念
の
世
界
に
於
て
mハ
へ
ら
る
L
m
m
の
、
索
伎
の
沿
象
を
基
礎
と
し
て
興
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
絞
に
私
経
済
に
取
っ
て
も
、
(
私
話
消
が
専
ち
貸
借
的
計
算
ω芯
誌
に
於
け
る
怪
利
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
る
L
「
経
済
人
」
と
し
て
考
へ
ら
れ
、
斯
る
形
式
的
な
思
考
に
封
し
て
合
四
的
と
一
五
ふ
概
念
を
没
収
め
る
限
り
に
於
て
)
、
経
済
原
則
は
.
「
合
理
的
」
な
る
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
(詮
ν
ヂ
イ
チ
エ
ー
ル
は
自
己
の
立
場
在
需
要
の
無
限
性
の
上
に
基
健
付
け
る
事
ル
否
認
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
ハ
沼
市
宮
市
r
m・鈎・
0
・wm-
】
吋
∞
γ
彼
ず
ら
「
時
来
の
目
的
」
(
二
百
ロ
注
目
α
N
4
2
z
z
u
L回
ほ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ロ
町
内
定
叩
「
拘
-
p
p・
m-
ロ
σ。
故
に
合
斑
性
原
則
に
到
し
℃
も
、
北
ハ
越
川
に
蛍
っ
て
必
要
な
る
経
険
的
な
前
提
を
決
定
し
て
泣
く
必
要
が
あ
る
。
此
場
合
、
役
大
笠
原
則
の
油
川
の
場
合
と
此
絞
し
て
の
特
殊
事
情
が
解
明
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
合
四
性
原
則
の
越
川
に
岱
つ
て
は
、
段
大
口
五
原
則
の
趨
用
に
於
て
必
要
な
る
前
提
は
川
出
版
ら
な
い
。
印
刷
ち
前
越
の
い
如
く
、
政
大
笠
原
則
の
越
川
に
岱
つ
て
は
、
附
加
的
労
働
に
囚
る
商
品
生
産
量
の
増
加
が
、
非
共
体
的
需
要
に
釘
す
る
労
問
時
間
上
の
筒
突
に
陥
入
ち
な
い
と
の
前
提
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
合
理
性
原
則
の
泡
用
は
、
四
論
上
、
努
働
従
て
労
働
時
間
の
所
興
の
支
出
と
一
五
ふ
車
工
り
出
没
す
る
。
一
見
に
労
働
効
卒
の
増
加
が
、
労
働
の
快
活
性
の
低
下
を
鷲
ら
す
可
能
性
は
、
賢
際
に
於
て
は
、
‘
比
較
的
小
な
る
主
要
性
を
有
す
る
に
止
ま
る
。
此
事
震
は
、
機
械
の
生
産
が
増
加
し
て
機
械
に
閃
る
労
働
援
助
の
程
度
が
大
で
あ
っ
て
、
労
働
方
法
の
合
加
一
化
の
行
は
る
L
事
上
り
小
で
あ
る
場
合
を
考
へ
れ
ば
、
常
に
明
か
と
な
る
。
多
く
の
場
合
に
於
て
、
合
理
性
保
則
。
立
微
は
、
同
労
働
の
快
油
性
と
一
五
ふ
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
好
ま
し
い
作
用
を
奥
え
る
も
の
で
あ
る
。
総
合
的
に
一
五
へ
ば
、
生
斥
伎
術
の
縫
化
は
、
非
共
休
的
一
需
要
の
充
足
の
促
進
に
依
つ
て
の
み
、
合
目
的
的
に
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
合
理
化
の
同
労
働
時
凶
と
労
働
技
術
に
及
ぼ
す
m
響
の
考
察
の
み
を
以
て
し
て
は
、
労
働
事
情
の
上
に
於
け
る
礎
化
の
全
部
を
把
握
L
た
も
の
と
は
云
ひ
得
な
い
。
改
苔
せ
ら
れ
た
る
新
な
る
労
働
技
術
が
一
般
的
方
式
に
て
案
出
せ
ら
る
L
に
至
る
迄
に
、
そ
し
て
此
労
働
技
術
が
側
々
の
場
合
に
採
川
せ
ら
る
L
に
至
る
迄
に
、
一
の
活
動
を
必
要
と
す
る
限
り
、
労
働
技
術
の
越
化
は
、
常
に
特
殊
の
附
加
的
給
付
を
作
ふ
も
の
で
あ
る
。
此
怠
誌
に
於
て
、
尽
な
る
持
川
仰
を
治
一
げ
す
る
所
の
賀
行
的
給
付
(
0
5
E号
。
ピ
古
gm)
以
外
に
命
、
共
他
に
梼
成
的
給
付
(
r。ロ
2
H
u
r
t，〈
O
F
o
v
g
口
問
)
が
必
要
で
あ
る
。
(
話
〉
〈
詮
)
ベ
l
ム
・
パ
医
エ
ル
ク
は
此
給
付
た
「
資
本
主
義
的
生
産
迂
回
」
ハ
=
E
1
E
E
-
m
n
z
p
a
c
E
8
2
S
J〈ぬ宮
E
〉
出
org-回
日
司
2
F
句
。
田
町
民
〈
0
4
F
g同
町
内
凶
3MgHVFzrr，
開
HmZ同
国
mgau
】
A
U
N
r
戸
田
M
H
〉
O
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
ハ同・
4
・
貨
幣
の
使
用
せ
ち
る
L
所
の
側
人
主
義
的
な
市
場
機
怖
に
於
'
て
、
私
純
情
の
境
遇
に
経
済
原
則
を
営
政
め
る
場
合
、
、
合
理
的
経
消
な
る
観
念
は
、
先
づ
第
一
に
、
低
成
な
る
時
入
と
「
紋
も
好
ま
し
い
」
販
一
一
口
と
一
五
ふ
合
目
的
性
の
思
考
と
結
び
付
く
。
此
山
仰
に
企
業
者
の
任
務
と
し
て
現
は
る
ふ
も
の
は
、
山
午
、
な
る
港
問
一
に
過
ぎ
や
し
て
、
此
場
合
企
業
者
が
「
経
済
人
」
の
理
想
型
と
し
て
泊
蛍
な
る
も
の
と
考
へ
ら
る
L
限
り
、
例
へ
ぽ
~
品
川
川
な
時
入
と
一
同
ふ
が
如
き
挟
ま
っ
た
決
定
は
無
論
問
題
.
に
な
る
筈
は
な
く
、
斯
る
場
合
と
そ
は
、
経
清
原
則
の
A
円
四
性
の
通
常
是
認
せ
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。
ハ
ペ
咋
了
〉
然
る
に
却
な
る
技
術
を
所
輿
の
私
経
済
に
於
て
採
川
せ
ん
と
す
る
場
合
は
、
共
技
術
が
生
産
過
程
.
の
謎
化
を
生
ぜ
し
め
る
と
、
或
は
労
働
力
の
配
列
の
泌
化
を
生
ぜ
し
め
る
と
、
或
は
又
時
ょ
人
や
販
一
口
の
組
織
上
の
紘
一
化
を
生
ぜ
し
め
る
と
を
問
は
や
、
事
情
を
全
く
兵
に
す
る
。
査
、
経
済
原
則
に
依
っ
て
日
以
と
せ
ら
る
L
所
の
結
川
市
を
、
不
労
所
得
又
は
残
高
所
得
と
云
ふ
意
一
味
に
‘
於
℃
「
利
潤
」
と
秘
す
る
一
品
は
、
設
設
た
る
を
弛
か
れ
な
い
。
山
中
ろ
供
給
者
間
の
自
由
競
争
に
凶
つ
で
も
尚
治
犬
す
る
事
な
き
牧
盆
が
、
夫
の
椛
成
的
姶
付
に
作
っ
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
経
済
以
別
は
)
私
経
済
的
見
地
よ
り
し
て
、
各
何
人
の
斯
る
衿
付
を
勧
奨
す
る
も
の
と
併
す
べ
き
で
あ
る
。
斯
る
見
併
に
討
す
る
異
議
と
し
て
、
斯
る
柿
成
的
給
付
の
行
は
れ
た
る
事
が
、
外
部
的
な
労
働
松
一
付
の
増
加
、
特
に
経
済
政
銭
の
究
極
原
則
五
ー
鰹
替
と
鰹
揖
一一六
州
労
働
時
間
の
増
加
に
因
っ
て
、
際
立
っ
て
明
か
と
な
ら
ざ
る
限
り
、
生
起
し
た
る
牧
益
を
構
成
的
給
付
と
関
連
せ
し
め
る
事
は
不
可
能
で
は
な
い
か
と
主
張
す
る
者
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
斯
る
兵
議
は
成
立
た
な
い
。
何
と
な
れ
ば
附
加
的
な
る
努
力
提
供
は
、
時
間
に
増
減
な
き
場
合
に
於
て
も
、
緊
扶
度
の
増
加
又
は
精
一
脚
力
の
増
加
よ
り
し
て
明
か
に
す
る
事
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
同
絞
に
側
別
経
済
の
何
人
に
依
っ
て
、
構
成
的
給
一
竹
ω
行
は
れ
た
る
や
も
、
重
要
性
な
き
問
題
で
あ
る
。
若
し
斯
極
姶
付
が
賃
銀
獲
得
者
に
依
っ
て
行
は
る
L
一
時
は
、
利
潤
の
増
加
は
附
加
的
給
付
が
相
臨
な
る
附
加
的
賃
銀
を
強
要
し
な
い
専
に
依
っ
て
生
十
る
の
で
あ
る
。
ハ
註
2
)
ハ註
I
〉
此
場
合
に
於
て
も
、
選
路
の
自
由
は
完
全
に
合
理
的
に
行
は
る
h
も
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
枇
曾
法
上
の
制
限
の
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
此
知
に
就
き
の
・
己
}
正
予
H
H
-
P
O
-
-
∞
-
M
S
山
田
氏
認
前
掲
雷
二
八
一
ニ
l
二
八
四
真
吾
翠
照
せ
よ
。
筆
者
は
此
毘
に
債
絡
統
制
の
問
題
性
や
暗
示
す
る
に
止
め
度
い
。
ハ詮
2
〉
構
成
的
給
付
会
。
ロ
号
与
を
o
F
a
z
g
m
)
は
、
デ
イ
l
ル
の
所
謂
・
「
補
足
的
給
付
」
ハ
白
山
岡
宮
山
伊
丹
Z
F
a
m
C
Hロ
四
)
と
同
意
義
で
は
な
い
。
ハ
同
-
g
o
t
f
.
p
-
P
・
O
-
u
N
・回
p
w
S
N
少∞・
5
ω
3
0
後
者
は
、
デ
イ
l
ル
に
在
っ
て
い
い
、
企
業
者
給
付
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
o
構
成
的
給
付
は
寧
ろ
ウ
イ
ル
ケ
シ
の
所
謂
「
濁
創
的
精
神
力
」
守
口
7
8
F
江
田
口
宮
の
丘
三
g
z
t。
(
吋
・
巧
2
3
3
0品
呂
宮
古
出
口
Z
N
Z
F
H
B
-
ヨロ
S
E
R
E
4
2・
戸
国
・
ω
国
-
y
m
・
8
弐
・
〉
と
殆
ん
ど
同
意
義
で
あ
る
。
合
理
性
原
則
を
私
経
済
に
趨
用
す
る
場
合
、
北
(
越
川
O
範
囲
の
決
定
と
云
ふ
見
地
よ
り
見
て
、
以
上
の
解
明
主
り
生
、
ヂ
る
結
論
は
、
女
の
践
に
な
る
。
別
ち
此
原
則
が
附
加
的
な
る
構
成
的
給
付
を
勧
奨
す
る
も
の
と
し
て
解
せ
ら
る
L
場
合
に
於
て
は
、
可
能
と
な
る
べ
き
附
加
的
需
要
充
足
が
、
附
加
的
な
給
付
に
凶
っ
て
側
人
的
な
判
断
に
於
て
貫
現
じ
得
る
も
の
と
考
へ
ら
る
L
限
り
に
於
て
の
み
、
此
原
則
は
重
要
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
若
し
此
附
加
的
治
付
が
活
情
。
労
働
の
性
質
を
有
す
る
時
は
、
故
大
笠
原
則
に
於
て
町
広
せ
ら
る
L
所
の
凡
て
の
保
件
は
、
完
全
に
趨
用
せ
ら
れ
る
一
事
と
な
る
で
あ
ら
う
。
併
し
目
前
O
経
験
。
示
す
所
に
従
へ
ば
、
構
成
的
給
付
は
特
殊
の
性
質
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
防
述
。
如
く
、
北
ハ
拝
入
に
は
必
宇
し
も
労
働
時
間
ο増
加
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
構
成
的
給
付
は
必
宇
し
も
労
働
時
同
的
街
突
に
陥
入
る
も
ゅ
で
は
な
い
。
第
二
に
、
椛
以
的
給
付
は
特
殊
な
積
鋭
的
快
趨
性
と
云
ふ
特
性
を
有
し
、
問
中
ろ
単
に
北
ハ
自
身
。
筋
に
、
多
く
は
閑
暇
に
封
す
る
需
要
ω
充
足
を
犠
牲
に
し
て
、
そ
し
て
買
に
具
体
的
需
要
の
充
足
可
能
性
の
相
応
な
る
増
加
が
、
何
人
の
日
的
と
な
ら
な
い
場
合
に
於
て
す
ら
、
尚
行
は
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
如
く
、
若
し
構
成
的
給
付
に
在
つ
て
は
、
霊
行
的
給
付
に
於
て
存
す
る
伎
な
官
際
的
反
危
倶
が
、
側
入
な
る
見
地
よ
り
し
て
存
し
な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
一
位
合
の
一
柿
祉
と
云
ふ
見
地
か
ら
し
て
は
、
盗
γ
ろ
好
ま
し
く
な
い
事
態
。
後
生
す
ら
考
へ
ら
れ
、
構
成
的
姶
付
に
図
っ
て
生
活
上
の
不
安
が
増
す
妓
な
場
合
も
あ
る
。
民
く
枇
合
の
耐
枇
と
云
ふ
見
地
か
ら
し
て
、
殊
に
精
一
判
的
文
化
や
宗
教
的
生
活
を
考
慮
に
入
る
L
時
は
、
生
活
態
絞
と
労
働
方
法
と
の
上
り
授
慢
な
波
注
が
、
具
休
的
需
要
ω
古
川
心
の
合
法
な
る
増
大
上
り
も
、
却
っ
て
優
っ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
る
L
場
合
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
図
民
経
術
的
原
則
と
し
て
の
合
四
位
以
則
を
泊
川
せ
ん
と
す
る
場
合
、
例
入
、
王
詩
的
経
約
機
純
に
於
け
る
商
品
生
琵
方
法
の
援
化
の
速
度
が
迅
速
と
た
る
事
の
勾
氏
、
自
由
競
守
的
な
る
市
場
の
不
確
貫
性
は
増
加
す
る
。
此
伐
に
民
き
考
察
に
於
て
、
具
体
的
需
要
の
定
足
手
段
の
生
産
の
大
さ
が
一
時
的
・
過
波
的
に
は
結
少
す
る
場
合
が
あ
り
得
る
舎
で
あ
る
。
併
し
此
生
産
の
大
さ
の
結
少
せ
ら
れ
る
事
は
、
合
理
性
原
則
の
趨
加
の
縮
少
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
と
な
れ
ば
合
理
性
原
則
は
、
生
産
の
結
少
の
現
は
る
L
程
度
に
於
て
、
適
用
せ
ら
る
L
も
の
と
見
る
ベ
き
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
経
済
政
策
的
原
則
の
資
施
に
伴
っ
て
生
守
る
賀
際
上
の
困
雌
は
、
ヘ
ー
研
究
す
る
必
要
は
な
い
。
生
起
す
べ
き
失
業
に
封
す
も
異
論
も
、
低
庭
に
取
り
上
げ
な
い
。
只
犬
栄
が
い
引
な
る
力
の
押
入
に
因
っ
て
治
犬
し
な
い
限
り
、
此
庭
に
所
詔
合
理
性
原
則
は
宮
現
せ
ら
れ
た
も
の
と
は
云
ひ
得
な
い
事
を
一
一
一
目
す
る
に
止
め
る
。
困
、
結
;:;.0、
扇岡
以
上
の
考
察
は
、
個
人
の
利
害
に
無
関
係
な
る
関
家
が
、
純
粋
の
図
民
経
済
政
策
を
行
ふ
に
営
り
、
肢
も
池
H
活
的
に
し
て
絡
封
的
に
趨
用
し
得
る
原
則
に
従
ひ
得
る
も
の
で
あ
る
か
、
特
に
岡
氏
一
経
済
撃
は
斯
る
原
則
を
公
式
の
形
を
以
て
供
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
、
と
一
五
ふ
問
題
を
解
決
す
る
に
役
立
つ
で
あ
ら
う
。
，
斯
る
就
い
治
的
原
則
は
・
2
需
要
充
足
子
段
と
し
て
選
指
し
得
る
財
は
何
ぞ
や
と
一
五
ふ
事
を
明
言
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
従
て
斯
る
原
則
は
質
問
的
な
原
則
た
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。
普
遍
的
た
図
民
経
済
的
以
別
に
ほ
っ
て
泊
岱
な
る
娘
一
磁
を
獲
得
す
る
事
は
、
経
済
が
「
物
質
的
」
需
要
。
充
足
手
段
の
調
誌
に
・
閲
す
る
人
間
の
努
力
l
j精
一
別
的
・
政
治
的
・
宗
教
的
な
一
需
要
乃
至
迎
恕
に
封
立
し
て
!
ー
で
あ
る
と
定
義
せ
経
済
政
践
の
究
極
原
則
ニ
七
経
笹
と
経
済
二
八
ち
る
L
場
合
に
於
て
の
み
、
可
能
で
あ
る
。
寧
ろ
吾
等
は
一
位
合
的
生
一
段
物
な
る
概
念
に
依
仙
除
し
て
、
経
治
を
ぱ
、
吾
等
の
需
要
充
足
の
「
具
体
的
」
千
段
の
生
産
に
関
す
る
努
力
、
従
て
「
具
体
的
」
需
要
。
ム
右
足
に
闘
す
る
努
力
で
あ
る
と
把
握
し
皮
い
と
忠
ふ
3
斯
く
抱
擁
す
る
一
山
引
に
依
っ
て
、
経
消
に
閲
す
る
日
一
的
設
定
は
、
凡
て
の
唯
例
的
な
窃
屈
さ
か
ら
例
放
せ
ら
れ
、
異
色
あ
る
も
の
と
な
る
Q
従
て
経
約
政
策
の
陥
入
る
所
の
矛
盾
は
、
主
と
し
て
所
説
非
共
休
的
需
要
垣
見
。
問
題
に
北
ハ
起
川
を
ふ
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
絞
に
世
田
仲
間
的
に
中
立
的
な
、
経
済
概
念
宮
椛
成
す
る
時
は
、
経
怖
政
策
ω
ば
別
に
依
っ
て
行
動
す
る
可
能
性
が
興
へ
ら
る
L
3と
な
り
、
而
か
も
斯
る
経
消
概
念
の
椛
成
に
凶
っ
て
、
吉
際
O
岡
家
政
策
が
凶
民
ω
政
治
的
側
性
に
治
郎
す
る
以
-K危
隙
べ
・
除
去
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
@
そ
し
て
岡
家
政
策
上
の
迎
念
と
、
ん
金
山
的
・
場
所
的
に
拠
へ
ら
る
i
所
ω
各
州
々
の
同
家
の
百
際
上
の
必
然
性
や
可
能
性
は
、
全
能
力
を
殻
呼
し
得
る
で
あ
ら
う
。
北
バ
給
処
側
々
の
同
家
の
目
的
設
定
は
、
此
原
則
に
閃
っ
て
結
少
を
交
け
ざ
ろ
の
み
な
ら
や
'
・
、
平
ろ
却
っ
て
此
原
則
は
側
々
一
同
家
の
任
務
遂
行
に
利
川
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
経
治
政
策
的
口
附
的
設
定
は
、
側
人
主
義
的
市
場
に
於
け
る
債
格
の
如
く
、
経
抗
的
大
さ
の
初
念
の
上
に
北
川
礎
付
け
ら
る
L
引
が
主
要
で
あ
る
。
何
人
に
於
け
る
経
治
的
大
さ
の
観
念
は
、
同
氏
佐
治
政
策
を
必
要
と
す
る
所
の
同
家
に
封
し
て
万
向
を
供
す
る
資
料
た
い
得
る
。
此
怠
味
に
於
て
例
へ
ば
一
同
防
政
策
や
枇
合
政
策
ω
如
く
‘
北
パ
日
的
の
到
述
。
局
に
何
等
か
の
財
の
所
持
を
必
要
と
す
る
校
な
凡
て
の
凶
家
任
務
は
、
絞
前
政
策
的
目
的
設
定
に
依
存
し
て
行
は
れ
る
。
背
渇
的
友
同
氏
経
治
的
原
則
は
、
斯
る
任
務
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
却
っ
て
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
右
の
校
な
前
提
に
合
致
す
る
所
ω
背
山
地
的
な
凶
民
経
的
政
策
的
原
則
を
見
山
川
す
事
は
可
能
な
り
や
の
問
題
を
例
決
す
る
お
に
は
、
吾
等
は
こ
う
の
定
義
を
捻
討
し
来
っ
た
。
別
ち
一
は
枇
合
的
生
出
物
の
概
念
に
閲
し
、
こ
は
従
前
原
則
な
h
G
概
念
に
閲
し
て
と
あ
っ
た
。
則
論
並
に
笠
際
に
於
て
、
一
の
事
象
や
一
ο方
策
を
閑
氏
一
佐
山
上
好
ま
し
い
と
か
、
又
は
悶
民
全
件
。
見
地
上
り
し
て
「
非
粍
消
的
」
で
あ
る
と
し
て
判
断
を
下
す
場
合
、
恐
ら
く
は
此
心
へ
H
E
以
川
と
ん
H
川
町
.
性
以
川
の
内
の
何
れ
か
が
、
思
花
上
の
背
設
を
な
す
も
の
で
あ
る
事
は
一
況
が
な
い
。
吾
等
の
結
論
に
依
れ
ば
、
悶
民
能
的
的
考
火
山
に
取
っ
て
、
両
以
川
は
財
一
す
る
も
の
と
併
せ
ら
れ
得
る
ο
l
j此
大
企
阿
川
の
場
合
に
於
て
、
岡
氏
純
一
折
に
到
し
τ現
在
興
へ
ら
れ
る
所
の
生
一
斥
上
の
前
提
主
注
目
す
る
限
り
に
於
て
。
合
川
性
一
以
別
は
北
ハ
本
来
の
問
題
性
を
夫
ふ
事
無
く
し
て
、
技
大
荒
川
出
則
の
中
に
綜
合
せ
ら
れ
得
る
。
斯
く
包
括
的
に
併
せ
ら
れ
た
る
技
大
長
以
則
は
、
図
家
に
取
り
て
此
大
口
一
単
一
の
枇
合
的
生
花
物
の
獲
得
を
注
目
せ
し
め
、
純
国
民
椛
済
的
な
図
家
活
動
の
段
高
原
則
と
な
る
で
あ
ら
う
。
長
大
笠
原
則
は
之
を
時
一
一
一
目
す
れ
ば
、
「
一
位
入
国
全
体
の
所
有
に
邸
す
可
き
具
体
的
需
要
の
充
足
千
段
の
分
量
を
立
味
す
る
所
の
枇
合
的
生
産
物
の
増
加
の
中
に
、
活
動
の
結
果
が
現
は
る
L
絞
に
活
動
せ
よ
」
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
此
原
則
は
絶
対
的
に
受
蛍
す
る
も
の
で
は
な
い
。
前
訟
の
絞
に
需
要
の
概
念
を
、
思
に
物
質
的
・
個
人
主
義
的
な
内
容
よ
り
引
離
す
に
し
て
も
、
給
封
的
た
無
上
命
令
的
た
性
質
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
若
し
需
要
充
足
を
敏
弘
陵
い
立
誌
に
併
し
、
需
要
。
評
債
従
七
需
要
の
序
列
が
、
閤
民
経
済
的
詰
要
段
階
の
概
念
の
意
味
に
於
て
、
故
一
向
の
指
導
に
委
ね
ら
れ
る
と
仮
定
し
て
も
、
需
要
は
充
足
せ
ら
る
可
き
で
あ
る
と
の
要
求
は
絡
封
的
に
趨
肘
し
符
る
も
の
で
は
な
い
。
併
し
此
一
中
立
は
、
川
平
に
迎
論
的
に
の
み
H
K
大
笠
原
則
の
趨
周
の
縮
少
を
意
味
す
る
.
も
の
で
あ
っ
て
、
資
際
上
共
越
川
が
い
制
少
せ
ら
れ
る
誌
で
は
な
い
。
此
限
り
に
於
て
此
原
則
は
結
封
的
な
拘
束
性
を
有
す
る
所
も
の
で
は
な
く
し
て
、
資
際
上
立
川
越
的
な
拘
束
性
を
ム
付
す
る
所
の
、
国
民
経
怖
政
策
的
究
極
限
別
で
あ
る
と
一
匹
ふ
一
部
が
出
来
ろ
。
乍
然
斯
る
要
求
は
凡
て
の
需
要
に
閲
じ
て
台
以
る
も
の
で
は
な
く
し
τ、
本
一
杭
に
解
明
せ
ち
れ
た
る
怠
誌
に
於
け
る
具
体
的
需
要
に
関
し
て
の
み
営
成
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
共
休
的
需
要
は
一
般
に
非
共
休
的
需
要
と
衝
突
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
北
(
池
用
に
蛍
つ
て
は
凡
て
の
非
共
体
的
需
要
を
顧
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
挽
」
一
一
泊
す
れ
ば
図
民
全
体
の
需
要
段
階
内
に
於
け
る
具
体
的
需
要
の
位
置
如
何
を
考
へ
る
必
要
が
あ
る
。
非
具
体
的
需
要
。
充
足
が
共
休
的
需
要
。
充
足
に
街
突
す
る
場
合
に
於
け
る
非
具
体
的
.
市
要
ω
重
要
性
に
就
τは
、
阪
に
注
ベ
た
所
で
あ
る
@
従
て
段
大
笠
原
則
に
関
す
る
前
拐
の
公
式
は
、
次
の
技
に
紡
少
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
「
凡
て
の
非
共
休
的
需
要
ハ
却
ち
一
位
合
的
生
産
物
に
凶
っ
て
充
足
せ
ら
れ
な
い
所
の
一
需
要
)
を
服
ほ
し
た
る
後
に
於
け
る
祈
勤
ゆ
結
果
は
、
一
位
合
的
生
産
物
の
増
加
に
依
っ
て
示
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
。
此
要
求
は
、
需
要
概
念
が
前
訟
の
如
き
方
法
に
て
把
握
せ
ら
れ
、
個
々
の
常
要
並
に
枇
人
目
的
生
産
物
の
椛
成
部
分
が
位
合
的
見
地
よ
り
測
定
せ
ら
れ
る
限
り
に
於
て
、
資
際
一
上
背
活
的
拘
束
性
を
有
す
る
所
の
原
別
で
あ
る
。
此
原
則
に
封
し
て
は
、
図
家
は
「
岡
氏
経
済
的
見
地
よ
り
し
て
」
斯
く
行
動
γペ
し
と
云
ふ
絞
な
補
足
的
制
限
を
必
要
と
し
な
い
。
斯
る
制
限
は
、
等
ろ
吐
・
合
的
生
産
物
な
る
概
念
の
解
鐸
方
法
に
困
り
、
そ
し
て
非
共
休
的
取
要
を
即
応
す
る
必
要
を
指
示
す
る
一
平
に
凶
り
、
既
に
巧
応
せ
ら
れ
て
ゐ
る
詳
で
あ
る
。
ハ
詮
)
ハ
詮
)
赤
松
同
士
は
「
生
活
力
の
向
上
」
と
一
五
ふ
事
ー
は
、
生
活
位
の
本
能
的
欲
求
と
し
て
生
活
臨
に
内
在
す
る
債
但
又
は
目
的
で
あ
っ
て
、
此
欲
求
が
悟
性
に
依
っ
て
普
遍
的
抽
象
的
に
把
握
せ
ら
れ
た
も
の
が
経
商
政
誌
に
於
け
る
究
極
原
則
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
。
ハ
赤
松
要
氏
「
経
済
新
秩
序
の
砂
成
原
経
済
政
策
の
究
極
原
則
合a
盤
町
営
と
箆
済
四
O 
理
」
五
一
一
良
以
下
v
o
苦
等
の
蛇
底
に
謂
ふ
所
の
最
大
量
原
則
乃
至
合
理
性
原
則
も
赤
、
仮
令
其
意
味
内
容
か
異
に
す
る
と
し
て
も
、
要
す
る
に
同
博
士
の
「
生
活
力
の
向
上
」
な
る
観
念
に
合
致
す
る
。
故
に
此
究
極
原
則
は
陸
史
的
情
値
た
る
性
絡
在
有
せ
ず
、
「
己
一
一
口
は
ゾ
無
限
の
遠
き
理
念
と
し
て
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
り
」
具
体
的
目
的
設
定
に
潤
す
る
判
断
は
「
究
極
原
則
に
よ
り
近
い
か
よ
り
遠
い
か
の
相
関
的
判
断
ら
下
し
う
る
に
泊
ぎ
な
い
」
(
同
書
六
回
l
六
五
頁
〉
0
故
に
印
刷
る
原
則
が
雪
際
上
一
也
援
に
役
立
つ
可
能
性
は
、
少
い
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
図
民
経
済
的
任
務
と
し
て
の
具
休
的
需
要
の
定
足
を
問
ほ
し
つ
弘
、
岡
家
が
定
め
る
所
の
任
務
は
、
印
刷
る
原
則
よ
り
し
て
簡
単
に
誘
導
せ
ら
れ
符
る
も
の
で
は
な
い
。
図
家
の
任
務
は
賢
際
的
性
伎
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
方
に
於
て
は
、
岡
山
公
政
策
上
ρ
浬
念
よ
り
、
他
方
に
於
て
は
一
定
地
域
内
に
於
て
奥
へ
ら
れ
る
所
の
椛
力
よ
り
生
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
普
遍
的
な
経
済
政
策
的
原
則
を
論
設
す
る
取
に
依
っ
て
得
ら
る
L
所
。
利
用
性
は
、
府
内
1
ろ
間
接
的
な
も
の
で
あ
っ
τ、
同
家
任
務
の
遂
行
に
際
し
て
、
同
家
に
封
し
て
、
風
一
・
問
。
側
よ
り
呉
へ
ら
る
L
所
の
よ
り
兵
き
援
助
の
提
供
と
一
五
ふ
哀
の
中
に
在
る
。
〈
完
υ
